
エゾマツハバチ

春にアカエゾマツの新葉を食べるイモムシ（幼虫）．最大長約13mm．体は黄緑色，大きくなると横に黒い斑紋が現れる．頭部

は黄褐色．

アカエゾマツ林でまれに多発する．食害により枝先が枯れることがある．

１．幼虫，終齢．1985/7．浦河町，アカエゾマツ． ２．亜終齢幼虫．美唄市．飼育個体．

３．繭．1985/7．浦河町．

４．アカエゾマツ被害木．1987/9．野幌．

【学名】 Pristiphora ezomatｓuvora 

【分類】 ハチ目（Hymenoptea），ハバチ亜目（Symphyta），ハバチ科（Tenthredinidae）

【分布】 北海道．

【特徴】

トウヒ属の新芽には他に数種類のハバチの幼虫が寄生するが，体の色で容易に識別できる．なお，エゾマツにはとてもよく似た

クロエゾマツハバチが寄生する．



【生態】

宿主：アカエゾマツ，ヨーロッパトウヒ（少ない）．エゾマツに寄生した例は知られていない．

年１回発生．成虫はアカエゾマツが開芽する頃に出現する．道央では５月下旬～６月上旬である．雌成虫は芽鱗が取れたばかり

の新芽の葉に１個ずつ産卵する．ただし，特定の新芽に産卵が集中する傾向がある．幼虫は６月に新葉を食べて成長する．餌不

足になると青枝をかじる．６月下旬頃に地上におり，落葉中に赤茶色の繭を作って，その中で越冬する．

発育ステージ ～３月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１～

成虫・卵 ‥○ ○‥

幼虫（摂食・成長） ‥ ■■■ ‥

幼虫（繭内，休眠） ＋＋＋ ＋＋＋ ＋‥ ‥＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋

蛹（繭内） ‥◇◇ ‥

【被害と防除】

アカエゾマツ若齢林でまれに多発する．食害によりせいぜい枝先が枯れる程度なので，防除は普通必要とされない．

庭木での多発は知られていない．
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「写真２，４」 原秀穂，北海道立林業試験場，1987．
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